
ま ほ う の か ぶ
『おおきなかぶ』より★真人さん

Q：発表を聞いて、今の気持ちなどをお聞かせください。
A：びっくりした。
Q：今回の課題図書を選んだ理由を教えてください。
A：おもしろそうだから。
Q：今回応募しようと思った理由を教えてください。
A：なんとなくやってみようと思ったから。
Q：作品を仕上げるまでに苦労した点・工夫したところはありますか。
A：苦労した点：句読点を付けるところ。漢字をしっかり書くところ。工夫点：特になし。丁寧に書いた。
Q：その他、伝えたいことがあれば教えてください。
A：次回コンクールにチャレンジする人、がんばってください。
★保護者様
Q：発表を聞いて、今の気持ちをお聞かせください。
A：びっくりしました。
Q：わくわく文庫を受講させたいと思った理由を教えてください
A：本が好きになってくれると良いなと思い、受講させました。
Q：わくわく文庫を始めてみて、お子様の様子や感想を教えてください。
A：楽しそうにやっている、感想・絵に力を入れている。
Q：今回の感想文をお読みになられてお子様の成長を感じた部分を教えてください。
A：長く文が書けるようになってきた。

２０２５　第１４回わくわく文庫読書感想文コンクール
創作部門入賞！！

開明小中学部　津新町駅前校
大場　音寧 ---- さん　（小５）

☆真人さんと保護者様にお聞きしました！

開明小中学部　津新町駅前校
小３　小西　真人くん

　創作部門は、わくわく文庫を読んで「感じたこと」

から自分の物語を作る部門です。

　読んだ作品をもとに「自分が登場人物だったら」

「続きを書くなら」など、自由な発想でストーリー

を創作します。

　感想文部門が“感じたことを表す”のに対し、創

作部門は“そこから生み出す”ことを目的としてい

ます。

　対象は小学生から高校生までで、文章表現力や想

像力を評価する部門です。


